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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鼻インプラントであって、
　近位端部および遠位端部を有する中央本体と、
　前記遠位端部に配設された第１のアームであって、前記中央本体の前記遠位端部に固定
された近位端部、および前記本体に固定されていない遠位端部を有し、前記第１のアーム
の前記遠位端部が、送達構成から展開構成に向かって前記中央本体の中央長手方向軸から
離れていくように適合された、第１のアームと、
　前記中央本体の前記遠位端部に固定された近位端部、および前記本体に固定されていな
い遠位端部を有する第２のアームであって、前記第２のアームの前記遠位端部が、送達構
成から展開構成に向かって前記中央本体の中央長手方向軸から離れていくように適合され
た、第２のアームと、
　前記鼻インプラントが展開されたときに組織に係合するように構成された、前記インプ
ラント上の複数の返しと
を備える、鼻インプラント。
【請求項２】
　前記複数の返しが、前記中央本体から延在している、請求項１に記載のインプラント。
【請求項３】
　前記複数の返しが、前記中央本体の前記遠位端部から延在し、前記中央本体の前記近位
端部の方を指している、請求項１または２に記載のインプラント。
【請求項４】
　前記複数の返しが、２つの返しからなり、前記２つの返しが、前記中央本体の両表面か
ら延在している、請求項１～３のいずれか１項に記載のインプラント。
【請求項５】
　前記複数の返しが、前記第１のアームおよび前記第２のアームから延在しており、
　前記複数の返しが、
　（ｉ）前記中央本体の前記中央長手方向軸から離れように、前記第１のアームの外側表
面および前記第２のアームの外側表面、または
　（ｉｉ）前記中央本体の前記中央長手方向軸に向かうように、前記第１のアームの内側
表面および前記第２のアームの内側表面
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の少なくとも一つから延在している、請求項１に記載のインプラント。
【請求項６】
　前記複数の返しが、以下の
　（ｉ）前記複数の返しが、ジグザグの構成を有する、
　（ｉｉ）前記複数の返しが、前記展開構成の前記第１のアームと前記第２のアームによ
って形成される平面と同一直線上に、またはそれに平行に延在している、
　（ｉｉｉ）前記複数の返しが、前記展開構成の前記第１のアームと前記第２のアームに
よって形成される平面に対して横方向に延在している、および
　（ｉｖ）前記複数の返しが、それぞれ、前記中央本体または前記第１および第２のアー
ムの複数の開口部に対して相補的な形状を有し、これによって、前記鼻インプラントが前
記送達構成の際に、前記複数の返しが、前記中央本体または前記第１および第２のアーム
の前記開口部に係合している、
の少なくとも一つのように構成されている、請求項１～５のいずれか１項に記載のインプ
ラント。
【請求項７】
　前記中央本体が、以下の
　（ｉ）前記インプラントの中央長手方向軸に沿った中空のまたは開口した構造、
　（ｉｉ）前記インプラントの中央長手方向軸に沿った中実の構造、
　（ｉｉｉ）閉じたピッチの渦巻き形構造、
　（ｉｖ）一方向のらせん状の渦巻き形構造、
　（ｖ）二方向のらせん状の渦巻き形構造、
　（ｖｉ）オープンコイル構成、
　（ｖｉｉ）渦巻き形に切られた外側表面を有する中実のシャフト、
　（ｖｉｉｉ）二重の二方向の渦巻き形に切られた外側表面を有する中実のシャフト、
の少なくとも一つを備える、請求項１～６のいずれか１項に記載のインプラント。
【請求項８】
　（ｉ）前記第１のアームの前記遠位端部の第１の小面付き先端と、前記第２のアームの
前記遠位端部の第２の小面付き先端と、または
　（ｉｉ）前記第１のアームの前記遠位端部の第１の鋭利な先端と、前記第２のアームの
前記遠位端部の第２の鋭利な先端と
をさらに備える、請求項１～７のいずれか１項に記載のインプラント。
【請求項９】
　前記第１のアームおよび前記第２のアームは、前記送達構成において、前記第１のアー
ムと第２のアームが前記本体の前記中央長手方向軸に沿って、またはその軸に隣接して、
互いに重なるように、オフセットした構成を有する、請求項１～８のいずれか１項に記載
のインプラント。
【請求項１０】
　前記近位端部が、非外傷性の丸い先端を含む、請求項１～９のいずれか１項に記載のイ
ンプラント。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　本明細書に含まれる例および図は、限定ではなく例として、主題を実施することができ
る特定の実施形態を示す。述べたように、他の実施形態を利用し、そこから派生させても
よく、これにより、本開示の範囲から逸脱することなく、構造的および論理的な置換およ
び変更を行なうことができる。本発明の主題のこうした実施形態は、本明細書において、
単に便宜上、個々にまたは集合的に「発明」という用語で呼ばれてもよく、実際２つ以上
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が開示される場合、任意の１つの発明、または発明の概念に、本明細書の範囲を自主的に
限定することは意図していない。したがって、本明細書では特定の実施形態を図示し説明
してきたが、同じ目的を達成するように計算された任意の構成は、特定の示された実施形
態と置き換えられてもよい。本開示は、様々な実施形態のあらゆる適応形態または変形形
態を網羅するものである。上の実施形態の組合せ、および本明細書には具体的に記載して
いない他の実施形態の組合せは、上の説明を精査すれば、当業者には明らかであろう。
　なお、本願の出願当初の特許請求の範囲の請求項は以下の通りである。
［請求項１］
　鼻インプラントであって、
　近位端部および遠位端部を有する中央本体と、
　前記遠位端部に配設された第１のアームであって、前記中央本体の前記遠位端部に固定
された近位端部、および前記本体に固定されていない遠位端部を有し、前記第１のアーム
の前記遠位端部が、送達構成から展開構成に向かって前記中央本体の中央長手方向軸から
離れていくように適合された、第１のアームと、
　前記中央本体の前記遠位端部に固定された近位端部、および前記本体に固定されていな
い遠位端部を有する第２のアームであって、前記第２のアームの前記遠位端部が、送達構
成から展開構成に向かって前記中央本体の中央長手方向軸から離れていくように適合され
た、第２のアームと、
　前記鼻インプラントが展開されたときに組織に係合するように構成された、前記インプ
ラント上の複数の返しと
を備える、鼻インプラント。
［請求項２］
　前記複数の返しが、前記中央本体から延在している、請求項１に記載のインプラント。
［請求項３］
　前記複数の返しが、前記中央本体の前記遠位端部から延在し、前記中央本体の前記近位
端部の方を指している、請求項２に記載のインプラント。
［請求項４］
　前記複数の返しが、前記中央本体に対して１５度以上の角度で延在している、請求項３
に記載のインプラント。
［請求項５］
　２つの返しが存在し、前記２つの返しが、前記中央本体の両表面から延在している、請
求項３に記載のインプラント。
［請求項６］
　前記両表面のそれぞれから下向きに延在する複数の返しが存在し、それぞれの表面の前
記複数の返しが、前記中央本体に沿ってジグザグの構成を有する、請求項５に記載のイン
プラント。
［請求項７］
　前記複数の返しが、前記第１のアームおよび前記第２のアームから延在している、請求
項１に記載のインプラント。
［請求項８］
　前記複数の返しが、前記第１のアームの外側表面および前記第２のアームの外側表面か
ら、前記中央本体の前記中央長手方向軸から離れるように延在している、請求項７に記載
のインプラント。
［請求項９］
　前記複数の返しが、前記第１のアームの内側表面および前記第２のアームの内側表面か
ら、前記中央本体の前記中央長手方向軸に向かって延在している、請求項７に記載のイン
プラント。
［請求項１０］
　各アームの前記複数の返しが、ジグザグの構成を有する、請求項９に記載のインプラン
ト。
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［請求項１１］
　前記複数の返しが、前記展開構成の前記第１のアームと前記第２のアームによって形成
される平面と同一直線上に、またはそれに平行に延在している、請求項１に記載のインプ
ラント。
［請求項１２］
　前記複数の返しが、前記展開構成の前記第１のアームと前記第２のアームによって形成
される平面に対して横方向に延在している、請求項１に記載のインプラント。
［請求項１３］
　前記複数の返しが、それぞれ、前記中央本体または前記第１および第２のアームの複数
の開口部に対して相補的な形状を有し、これによって、前記鼻インプラントが前記送達構
成の際に、前記複数の返しが、前記中央本体または前記第１および第２のアームの前記開
口部に係合する、請求項１に記載のインプラント。
［請求項１４］
　前記複数の返しが、ノッチまたは歯の構成を有する、請求項１に記載のインプラント。
［請求項１５］
　組織の内方成長を可能にするように適合された複数の開口部を、前記中央本体部分にさ
らに備える、請求項１に記載のインプラント。
［請求項１６］
　組織の内方成長を可能にするように適合された複数の開口部を、前記第１および第２の
アームにさらに備える、請求項１に記載のインプラント。
［請求項１７］
　前記中央本体が、前記インプラントの中央長手方向軸に沿って中空のまたは開口した構
造を含む、請求項１に記載のインプラント。
［請求項１８］
　前記中央本体が、前記インプラントの中央長手方向軸に沿って中実の構造を含む、請求
項１に記載のインプラント。
［請求項１９］
　前記中央本体が、閉じたピッチの渦巻き形構造を備える、請求項１に記載のインプラン
ト。
［請求項２０］
　前記中央本体が、一方向のらせん状の渦巻き形構造を備える、請求項１に記載のインプ
ラント。
［請求項２１］
　前記中央本体が、二方向のらせん状の渦巻き形構造を備える、請求項１に記載のインプ
ラント。
［請求項２２］
　前記中央本体が、オープンコイル構成を備える、請求項１に記載のインプラント。
［請求項２３］
　前記中央本体が、渦巻き形に切られた外側表面を有する中実のシャフトを備える、請求
項１に記載のインプラント。
［請求項２４］
　前記中央本体が、二重の二方向の渦巻き形に切られた外側表面を有する中実のシャフト
を備える、請求項１に記載のインプラント。
［請求項２５］
　前記第１のアームの前記遠位端部の第１の小面付き先端と、前記第２のアームの前記遠
位端部の第２の小面付き先端とをさらに備える、請求項１に記載のインプラント。
［請求項２６］
　前記第１のアームの前記遠位端部の第１の鋭利な先端と、前記第２のアームの前記遠位
端部の第２の鋭利な先端とをさらに備える、請求項１に記載のインプラント。
［請求項２７］
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　前記小面付き先端または鋭利な先端が、４５度以下の角度の平面カットから形成された
表面を含む、請求項２６に記載のインプラント。
［請求項２８］
　前記小面付き先端または鋭利な先端が、３５度以下の角度の平面カットから形成された
表面を含む、請求項２６に記載のインプラント。
［請求項２９］
　前記小面付き先端または鋭利な先端が、平面カットから形成された２つ以上の表面を含
む、請求項２６に記載のインプラント。
［請求項３０］
　前記第１のアームおよび前記第２のアームは、前記送達構成において、前記第１のアー
ムと第２のアームが前記本体の前記中央長手方向軸に沿って、またはその軸に隣接して、
互いに重なるように、オフセットした構成を有する、請求項１に記載のインプラント。
［請求項３１］
　前記本体が、本質的に生体吸収性材料からなる、請求項１に記載のインプラント。
［請求項３２］
　前記インプラントの少なくとも一部分が、生体吸収性材料から構成されている、請求項
１に記載のインプラント。
［請求項３３］
　前記鼻インプラントが、２つ以上の異なる材料を含む、請求項１に記載のインプラント
。
［請求項３４］
　前記インプラントが、ポリ（ラクチド）、ポリ（グリコリド）、ポリ（ラクチド－コ－
グリコリド）、ポリ（乳酸）、ポリ（グリコール酸）、ポリ（乳酸－コ－グリコール酸）
、ポリ（ラクチド）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（グリコリド）／ポ
リ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（ラクチド－コ－グリコリド）／ポリ（エチ
レングリコール）コポリマー、ポリ（乳酸）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、
ポリ（グリコール酸）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（乳酸－コ－グリ
コール酸）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（カプロラクトン）、ポリ（
カプロラクトン）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（オルトエステル）、
ポリ（ホスファゼン）、ポリ（ヒドロキシブチレート）もしくはポリ（ヒドロキシブチレ
ート）を含むコポリマー、ポリ（ラクチド－コ－カプロラクトン）、ポリカーボネート、
ポリエステルアミド、ポリ無水物、ポリ（ジオキサノン）、ポリ（アルキレンアルキレー
ト）、ポリエチレングリコールとポリオルトエステルのコポリマー、生分解性ポリウレタ
ン、ポリ（アミノ酸）、ポリエーテルエステル、ポリアセタール、ポリシアノアクリレー
ト、ポリ（オキシエチレン）／ポリ（オキシプロピレン）コポリマー、ポリ－Ｌ－乳酸（
ＰＬＬＡ）、ポリ－Ｄ－乳酸（ＰＤＬＡ）、ポリ－Ｄ，Ｌ－乳酸（ＰＬＤＬＬＡ）、また
はこれらの混合物もしくはコポリマーからなる群より選択される材料から作製される、請
求項１に記載のインプラント。
［請求項３５］
　前記近位端部が、非外傷性の丸い先端を含む、請求項１に記載のインプラント。
［請求項３６］
　前記鼻インプラントの外側表面が、プラズマ処理された部分を含む、請求項１に記載の
インプラント。
［請求項３７］
　前記プラズマ処理された部分が、高い親水性を有する、請求項３６に記載のインプラン
ト。
［請求項３８］
　前記プラズマ処理された部分が、高い疎水性を有する、請求項３６に記載のインプラン
ト。
［請求項３９］
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　鼻インプラントであって、
　近位端部および遠位端部を有する中央本体と、
　前記遠位端部に配設された第１のアームであって、前記中央本体の前記遠位端部に固定
された近位端部、および前記本体に固定されていない遠位端部を有し、前記第１のアーム
の前記遠位端部が、送達構成から展開構成に向かって前記中央本体の中央長手方向軸から
離れていくように適合された、第１のアームと、
　前記中央本体の前記遠位端部に固定された近位端部、および前記本体に固定されていな
い遠位端部を有する第２のアームであって、前記第２のアームの前記遠位端部が、送達構
成から展開構成に向かって前記中央本体の中央長手方向軸から離れていくように適合され
た、第２のアームと
を備え
　前記インプラントが、前記中央本体の第１の平面に沿った第１の剛性、および前記中央
本体の第２の平面に沿った第２の剛性を有する、鼻インプラント。
［請求項４０］
　前記第１の平面が、前記展開構成の前記第１のアームと前記第２のアームによって形成
される、請求項３９に記載の鼻インプラント。
［請求項４１］
　前記第２の剛性が前記第１の剛性よりも低い、請求項４０に記載のインプラント。
［請求項４２］
　前記第１の剛性または前記第２の剛性が、約７０Ｎ＊ｍｍ２～約１５０Ｎ＊ｍｍ２であ
る、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項４３］
　前記第１の剛性または前記第２の剛性が、約９０Ｎ＊ｍｍ２～約１０５Ｎ＊ｍｍ２であ
る、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項４４］
　前記第２の平面が、前記第１の平面に直交する、請求項３９に記載の鼻インプラント。
［請求項４５］
　前記第１の剛性および前記第２の剛性を提供するように適合された剛性修正部をさらに
備える、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項４６］
　前記剛性修正部が、前記中央本体の長手方向長さの少なくとも一部分に沿った１つまた
は複数のノッチもしくは溝を含む、請求項４５に記載のインプラント。
［請求項４７］
　前記剛性修正部が、前記中央本体の両側の平らな表面を含む、請求項４５に記載のイン
プラント。
［請求項４８］
　前記剛性修正部が、前記平らな表面の長さに沿った応力分散リブを含む、請求項４７に
記載のインプラント。
［請求項４９］
　前記剛性修正部が、前記中央本体に沿った１つまたは複数の開口部を含む、請求項４５
に記載のインプラント。
［請求項５０］
　前記剛性修正部が、前記中央本体に沿った中空のコアを含む、請求項４５に記載のイン
プラント。
［請求項５１］
　前記剛性修正部が、前記遠位端部に隣接した断面が大きく前記近位端部に向かってその
大きさが小さくなるテーパ付き断面を、前記中央本体の軸に沿って含む、請求項４５に記
載のインプラント。
［請求項５２］
　前記剛性修正部が、前記中央本体の前記遠位端部に隣接した第１の断面、前記第１の断
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面に隣接した第２の断面、前記第２の断面および前記中央本体の前記近位端部に隣接した
第３の断面を含む複数の異なる断面サイズを有する前記中央本体を含み、前記第１の断面
は前記第２の断面より大きく、前記第２の断面は前記第３の断面より大きい、請求項４５
に記載のインプラント。
［請求項５３］
　前記剛性修正部が、前記中央本体の外側表面にスカラップ状のパターンを含む、請求項
４５に記載のインプラント。
［請求項５４］
　前記剛性修正部が、剛性の高い内側の材料と、より可撓性の高い外側の材料を含む、請
求項４５に記載のインプラント。
［請求項５５］
　前記剛性修正部が、周波の異なる波形のパターン付き外側表面を有する前記中央本体を
含む、請求項４５に記載のインプラント。
［請求項５６］
　前記剛性修正部が、前記インプラント内に複数の方向性繊維を含む、請求項４５に記載
のインプラント。
［請求項５７］
　前記剛性修正部が、前記中央本体の外側表面にパターン付きの第２の材料を含む、請求
項４５に記載のインプラント。
［請求項５８］
　前記剛性修正部が、大きい第１の断面と小さい第２の断面を有する反復的なパターンを
、前記中央本体の外側表面に含む、請求項４５に記載のインプラント。
［請求項５９］
　前記剛性修正部が、前記展開構成の前記第１のアームと前記第２のアームによって画成
される前記平面に直交する平面に沿って可撓性を与える複数の関節区間を含む、請求項４
５に記載のインプラント。
［請求項６０］
　前記中央本体が、前記遠位端部から前記近位端部に向かって小さくなるテーパ付き外径
を有する、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項６１］
　前記中央本体が、その中に複数の波形部を含む、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項６２］
　前記波形部の直径が、前記遠位端部から前記近位端部に向かって大きくなる、請求項６
１に記載のインプラント。
［請求項６３］
　前記中央本体が、その中にテーパ付きコアを含み、これによって前記内側コアの直径が
前記遠位端部から前記近位端部に向かって小さくなる、請求項６２に記載のインプラント
。
［請求項６４］
　前記中央本体の全長に沿って６～２４個の波形部がある、請求項６１に記載のインプラ
ント。
［請求項６５］
　組織の内方成長を可能にするように適合された複数の開口部を、前記中央本体部分にさ
らに備える、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項６６］
　組織の内方成長を可能にするように適合された複数の開口部を、前記第１および第２の
アームにさらに備える、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項６７］
　前記中央本体が、前記インプラントの中央長手方向軸に沿って中空のまたは開口した構
造を含む、請求項３９に記載のインプラント。
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［請求項６８］
　前記中央本体が、前記インプラントの中央長手方向軸に沿って中実の構造を含む、請求
項３９に記載のインプラント。
［請求項６９］
　前記中央本体が、閉じたピッチの渦巻き形構造を備える、請求項３９に記載のインプラ
ント。
［請求項７０］
　前記中央本体が、一方向のらせん状の渦巻き形構造を備える、請求項３９に記載のイン
プラント。
［請求項７１］
　前記中央本体が、二方向のらせん状の渦巻き形構造を備える、請求項３９に記載のイン
プラント。
［請求項７２］
　前記中央本体が、オープンコイル構成を備える、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項７３］
　前記中央本体が、渦巻き形に切られた外側表面を有する中実のシャフトを備える、請求
項３９に記載のインプラント。
［請求項７４］
　前記中央本体が、二重の二方向の渦巻き形に切られた外側表面を有する中実のシャフト
を備える、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項７５］
　前記第１のアームの前記遠位端部の第１の小面付き先端と、前記第２のアームの前記遠
位端部の第２の小面付き先端とをさらに備える、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項７６］
　前記第１のアームの前記遠位端部の第１の鋭利な先端と、前記第２のアームの前記遠位
端部の第２の鋭利な先端とをさらに備える、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項７７］
　前記小面付き先端または鋭利な先端が、４５度以下の角度の平面カットから形成された
表面を含む、請求項７６に記載のインプラント。
［請求項７８］
　前記小面付き先端または鋭利な先端が、３５度以下の角度の平面カットから形成された
表面を含む、請求項７６に記載のインプラント。
［請求項７９］
　前記小面付き先端または鋭利な先端が、平面カットから形成された２つ以上の表面を含
む、請求項７６に記載のインプラント。
［請求項８０］
　前記第１のアームおよび前記第２のアームは、前記送達構成において、前記第１のアー
ムと第２のアームが前記本体の前記中央長手方向軸に沿って、またはその軸に隣接して、
互いに重なるように、オフセットした構成を有する、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項８１］
　前記本体が、本質的に生体吸収性材料からなる、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項８２］
　前記インプラントの少なくとも一部分が、生体吸収性材料から構成されている、請求項
３９に記載のインプラント。
［請求項８３］
　前記鼻インプラントが、２つ以上の異なる材料を含む、請求項３９に記載のインプラン
ト。
［請求項８４］
　前記インプラントが、ポリ（ラクチド）、ポリ（グリコリド）、ポリ（ラクチド－コ－
グリコリド）、ポリ（乳酸）、ポリ（グリコール酸）、ポリ（乳酸－コ－グリコール酸）



(9) JP 2020-504656 A5 2021.2.4

、ポリ（ラクチド）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（グリコリド）／ポ
リ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（ラクチド－コ－グリコリド）／ポリ（エチ
レングリコール）コポリマー、ポリ（乳酸）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、
ポリ（グリコール酸）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（乳酸－コ－グリ
コール酸）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（カプロラクトン）、ポリ（
カプロラクトン）／ポリ（エチレングリコール）コポリマー、ポリ（オルトエステル）、
ポリ（ホスファゼン）、ポリ（ヒドロキシブチレート）もしくはポリ（ヒドロキシブチレ
ート）を含むコポリマー、ポリ（ラクチド－コ－カプロラクトン）、ポリカーボネート、
ポリエステルアミド、ポリ無水物、ポリ（ジオキサノン）、ポリ（アルキレンアルキレー
ト）、ポリエチレングリコールとポリオルトエステルのコポリマー、生分解性ポリウレタ
ン、ポリ（アミノ酸）、ポリエーテルエステル、ポリアセタール、ポリシアノアクリレー
ト、ポリ（オキシエチレン）／ポリ（オキシプロピレン）コポリマー、ポリ－Ｌ－乳酸（
ＰＬＬＡ）、ポリ－Ｄ－乳酸（ＰＤＬＡ）、ポリ－Ｄ，Ｌ－乳酸（ＰＬＤＬＬＡ）、また
はこれらの混合物もしくはコポリマーからなる群より選択される材料から作製される、請
求項３９に記載のインプラント。
［請求項８５］
　前記近位端部が、非外傷性の丸い先端を含む、請求項３９に記載のインプラント。
［請求項８６］
　前記鼻インプラントの外側表面が、プラズマ処理された部分を含む、請求項３９に記載
のインプラント。
［請求項８７］
　前記プラズマ処理された部分が、高い親水性を有する、請求項８６に記載のインプラン
ト。
［請求項８８］
　前記プラズマ処理された部分が、高い疎水性を有する、請求項８６に記載のインプラン
ト。
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